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はじめに
　17世 紀 の セ ビ ー リ ャ に 生 を 受 け た ミ ゲ ル・ マ ニ ャ ー ラ
（Miguel Mañara、1627 ～ 1679年）は、救貧院（hospicio）と施
療院（hospital）の造営を筆頭に幾つもの慈善事業を展開した、
スペインを代表する宗教的英雄の一人である【図1】。ただし、
後世に興味の対象として最も鮮やかに映ったのは、彼が放埓な
生活の末に劇的な回心を果たすことであった。その生涯は、同
時代の劇作家ティルソ・デ・モリーナ（Tirso de Molina）の戯
曲『セビーリャの色事師と石の招客』（El burlador de Sevilla y 
convidado de piedra、1630年）で死の間際に激烈な悔悛を試み
る主人公ドン・フアン・テノーリオ（Don Juan Tenorio）のそ
れになぞらえられ、次第にマニャーラの人物像は伝説的挿話に
彩られるようになった。そして最終的に両者を「ドン・フア
ン・デ・マニャーラ（Don Juan de Mañara）」として同一視し、セビーリャ、さらにはスペイン
の外にまでそれを広めたのが『煉獄のドン・ファン』（Les ames du purgatoire、1834年）の著者
プロスペル・メリメ（Prosper Mérimée）である。彼の生み出したイメージは、20世紀に至るま
でマニャーラに対する人物的な評価を支配し続けることになる（1）。
　ドン・フアンと同じく、マニャーラは死に対する畏怖により回心へと導かれた。そのエピソー
ドは、友人のイエズス会士フアン・デ・カルデナス（Juan de Cárdenas）により綴られた伝記に
おいて語られる（2）。また、マニャーラ自身も折に触れて己の回心を顧み、時には周囲に同様の経
験を勧めた。1671年初版の著作『真理の論考』（Discurso de la verdad）はその結晶として捉えら
れよう。同書では彼の個人的な体験を基に、死に対する思索を通して回心を志す必要性が掲げら
れたのである。
　一方で、懺悔の言葉も空しく地獄の業火に焼かれたドン・フアンに対し、若くして回心したマ
ニャーラはサンタ・カリダード兄弟会（Hermandad de la Santa Caridad。以下、「サンタ・カリ
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図1　バルデス・レアル《ミゲ
ル・マニャーラの肖像》、1679年、
カリダード施療院
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ダード」は「カリダード」と略す）を率いて社会的弱者への奉仕に後半生を捧げる。在俗の地域
的組織である同兄弟会は対神徳の一つ、愛徳（caridad）の実践を通して死後の救済を自己に保
障することを標榜し、貧者や病人の収容、介護から死者の埋葬に至るまでのあらゆる慈善活動を
行った。その本拠として機能したのが、グアダルキビール（Guadarquivir）河畔に新造されたサ
ンタ・カリダード聖堂（Iglesia de la Santa Caridad）である【図2】。
　同聖堂は単廊式の簡素な構造を呈するものの、その内部空間はマニャーラの入念な構想に基づ
く計11点の美術作品により鮮烈に彩られた【図3 ～ 4】。この装飾プログラムを扱った先行研究で
は、堂内に並べられた全ての絵画や彫刻はカリダード兄弟会の理念を厳粛に表明するものとして
画一的に捉えられてきた（3）。しかし筆者の推察によれば、それらは制作時期を異にする2つのグ
ループに分けられ、聖堂装飾の統一性は両者の緩やかな連関により保たれるのである。
　本稿ではその論証の一環として、1672年に堂内の南北両壁に掛けられた4枚の絵画が先行作品
群から独立した構想の下に生み出された可能性を示したい。バルトロメ・エステバン・ムリー
リョ（Bartolomé Esteban Murillo、1618 ～ 1682年）の絵筆になる2枚の聖人画は、従来、同画家
による6点の連作を補完するものとして捉えられてきた。しかし筆者の仮説によれば、それらに
はフアン・デ・バルデス・レアル（Juan de Valdés Leal、1622 ～ 1690年）の2枚のヴァニタス画
に対する内容的な連続性がより明確に認められるのである。以下では、『真理の論考』の再解釈
を基に4枚の絵画におけるマニャーラ哲学の濃厚な反映を指摘し、それを「1672年の作品群」に
通底する本質的な要素として捉えたい。
図2　 カリダード聖堂 
（1674年奉献）
図3　 カリダード聖堂内観 
（ 正面入口側から主祭壇
衝立を撮影）
図4　 カリダード聖堂内観 
（ 主祭壇側から正面
入口付近を撮影）
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I．マニャーラとカリダード兄弟会 　　 17世紀後半のセビーリャにて 　　
１．マニャーラとカリダード兄弟会
　ミゲル・マニャーラ・ビセンテロ・デ・レカ（Miguel Mañara Vicentelo de Leca）は1627年に
コルシカ島出身の裕福な商人の家庭に生まれ、敬虔なキリスト教徒である両親の下に育てられ
た（4）。彼は、一族の社会的地位の向上を目指す父の方針下に1635年には早くもカラトラーバ騎士
団員の称号を手に入れ、親兄弟の相次ぐ早世から1651年には同家の莫大な遺産を独占的に相続す
る。また、1648年にはセビーリャ近郊の町グラナダ出身のヘロニマ・カリーリョ・デ・メンドー
サ（Jerónima Carrillo de Mendoza）を妻として迎え、実務に欠ける公職を歴任しながら狩猟や
饗宴に明け暮れていた。マニャーラが後に痛悔した「我が父である神の大いなる威光を侮辱し、
バビロンとその王である悪魔とに仕えた（5）」日々は、おそらくこの時期に求められよう。
　しかし周囲の証言によれば、1661年に前触れもなく訪れた妻の夭逝を境にその生活は一変する。
まるで隠修生活を始めたかのように、彼は聖堂以外には外出せず、宗教的思索に没入した。カル
デナス曰く「主はマニャーラに命が短いこと、死が確実に訪れること、この世での栄光が虚しい
ものであること、そしていずれは死を迎えるのに――中略――永遠の恵みを己に保障、獲得する
ための手立てを講じない人間の過ちをはっきりと思い知らせた（6）」のである。
　極度に死を畏れるようになった彼は、全身全霊を懸けた神への奉仕によってその時に備えるこ
とを心に決め、1662年にカリダード兄弟会の門を叩いた。そして死刑囚や貧者など、眠る墓もな
く絶命した人々の埋葬に率先して従事し、翌年には早くも会長の座に就く。当時の兄弟会は16世
紀後半の創立以来受け継がれる死者の葬儀に専心していたが（7）、会員数の減少が著しく、その活
動は不安定なものであった（8）。しかし、マニャーラの主導による大改革を契機に急激な規模の拡
大を経験する。50人程度であった会員数は1679年に彼が没した時には約10倍に増加し（9）、その活
動の対象には死者だけでなく、あらゆる困難を抱える貧者が含まれるようになっていた。
２．17世紀後半のセビーリャ　　その社会的要請と死生観　　
　カリダード兄弟会の活性化は、確かにマニャーラの強力なイニシアチブを主な推進力として成
し遂げられた。しかしその背景には、当時のセビーリャにおける社会的要請や死生観が存在した
こともまた明白である。
　セビーリャは16世紀以来、植民地政策の要である新大陸貿易の独占港としてその盛衰をスペイ
ン王国と共にする運命にあった。したがって、同国が「太陽の沈まぬ帝国」としてヨーロッパの
覇権を握る間は港も「黄金の世紀（Siglo de Oro）」を謳歌し、1598年にフェリペ2世が没する頃
には15万もの人口を擁するに至る（10）。しかし、16世紀末から17世紀初めにかけて王国に軍事、
経済の両面で衰退の兆しが現れ始める。そして、1643年のオリバーレス伯公爵（Conde-Duque 
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de Olivares）の失脚によりスペインの栄華に終止符が打たれるのに歩調を合わせるかのように、
セビーリャの繁栄も1649年のペストの大流行によって完全に崩れ去った。
　6万もの人口を一度に失った17世紀後半の港町には、あらゆる社会的問題が生じた。一つは野
晒しになった死者への対処である。荒廃した町では強盗や殺人が横行し、被害者はその場に倒れ、
加害者も死刑に処されたうえでやはり捨て置かれた。またセビーリャは前世紀以来、国内外から
困窮者が富を求めて集まる場所であり続けたため、住家もなく路上で生活する浮浪者が跡を絶た
ず、彼らはグアダルキビール川の洪水やそれに付随するペストの格好の餌食となった（11）。
　同時に、労働力の著しく低下した町には貧困の問題も重くのしかかる。路地には病人や不具者
が治療を受ける術もなく倒れ、往時の商業的成功者や中産階級所属者までがその日の糧を自足す
るに至らない有様であった。貧者に混じって配給にあずかることを恥じ、自宅に施しが届けられ
るのを待つ「ベルゴンサンテ（vergonzante）」なる者の存在にも、その社会的拡大の一端を窺え
よう（12）。
　他方で、貴族や高位聖職者は莫大な世襲財産（mayorazgo）に守られ、逆に富を増やす者も少
なくなかった。しかし彼らとて、町の惨憺たる光景に目を背けるわけにはいかなかったように思
われる。なぜなら当時のセビーリャでは、社会的序列に沿った住み分けがなされていなかったか
らである（13）。また、修道院や施療院での日常的な配給や治療も、その圧倒的な需要には到底追
いつけずにいた（14）。したがって町に溢れる死体や貧者への自発的な対処は、衛生や治安の問題
から己の身を守るために不可欠な作業であったのではなかろうか。
　マニャーラによるカリダード兄弟会の拡充は、当時のセビーリャを席巻したある死生観にも理
念的に符合するものであった。相次ぐ惨劇に見舞われ、かつての活力を完全に失った17世紀後半
の民衆の間には、それを自身の罪に対する神の罰として捉える傾向が生まれた。その心理は修道
士による説教（predicación）に煽られ、宗教心の高揚として表出する（15）。
　なかでも、時の大司教アンブロシオ・イグナシオ・デ・スピーノラ（Ambrosio Ignacio de 
Spínola）の要請で1669年から1679年にかけて大規模な説教を展開した数人のイエズス会士は、
セビーリャの時代精神の形成に強い影響を与えた。説教師は人間存在に対する死の破壊性を主張
し、命が果てれば、その肉体も現世で積み上げた富や名誉も全てはかなく霧散することを声高に
唱えた。その言葉は、人の息絶える様を幾度も目にしてきた民衆の心に染み入るものであったろ
う。また、説教の主導者ティルソ・ゴンサーレス（Tirso González）は視覚的な演出にも工夫を
凝らし、聴衆の前に頭蓋骨を掲げてそれに自身の声を当てながら講話を進めた。ゴンサーレス曰
く「死についての説教が行われるにあたって、死者（difunto）に勝る説教師は存在しない（16）」
のである。
　さらに、彼は頭蓋骨を通して「おそらく汝には今日しか残されておらず、明日を迎えることは
なかろう（17）」などと宣告し、誰にとっても死が切迫した問題であることを強調した。こうして
ミゲル・マニャーラの死の哲学と聖堂装飾 73
聴衆の心理には、死後の「審判」で神から救済を認められるように、一刻も早く現世的な執心を
捨てて己の宗教心を奮い立たせる必要性が刻み込まれたのである。その成果は「ロザリオの祈り
（rosario）」や貧者に対する慈悲的援助の流行として表出した。
　セビーリャに渦巻くこのような死生観は、カリダード兄弟会が1670年前後に経験した急速な拡
大にも精神的な基盤として存在したように思われる。それを裏づけるかのように、マニャーラは
1672年に兄弟会を介して旧知の友であるゴンサーレスのモーロ人に対する宣教に協力し、会員に
も彼の説教にあずかることを命じている（18）。また時期を同じくして、カリダード聖堂では「四
終 の 説 教 」 が 定 期 的 に 授 け ら れ る よ う に な っ た。 マ ニ ャ ー ラ の 規 定 に よ れ ば、「 四 終
（Novísimos）」とは「死」を筆頭に「審判」、「地獄」、「栄光」から構成される統合的概念であ
る（19）。現在、筆者には「四終の説教」がゴンサーレスの説教に直接の典拠をもつのかは不明で
あるが、当時のイエズス会士による宣教では一般的に「死」を端緒に講話が授けられたよう
だ（20）。したがってカリダード兄弟会の変革に際し、マニャーラが上述のような死生観を通して
会員の思想的な統一を図った可能性は十分にあるのではなかろうか。
II．マニャーラとカリダード聖堂
１．聖堂装飾概観
　マニャーラは兄弟会の精神的な結束の強化を目指し、説教の導入に加えて本拠であるカリダー
ド聖堂の装飾事業を推し進めた【図5 ～ 6】。同聖堂の建設は1645年にペドロ・サンチェス・ファ
ルコネーテ（Pedro Sánchez Falconete）の設計に基づいて始められたが、慢性的な資金不足か
ら工事は遅々として進まなかった。マニャーラはその状況を悲嘆し、会長就任後の1666年に自身
を長として専門の委員会を組織する（21）。
　それを機に、彼は聖堂の内部装飾に着手したのであろう。1667年から1670年にかけて6枚の絵
画がムリーリョにより制作された。そのうちの4枚は19世紀初頭のスペイン独立戦争に際して散
逸し、現在は欧米各地の美術館に収められている（22）。しかし、その直前に聖堂を訪れたアント
ニオ・ポンス（Antonio Ponz）とセアン・ベルムーデス（Ceán Bermúdez）の記述によれば、6
点の連作は身廊両壁の高所に半数ずつ掛けられていた（23）。
　マニャーラは1670年に聖堂建設の完了を報告する際に、それらの絵画が6つの「慈悲の業
（obras de Misericordia）」を示すものであることを兄弟会に対して説明している（24）。『マタイに
よる福音書』に主な典拠をもつ「身体的慈悲の7つの業」は12世紀末以来、カトリック世界に伝
統的に存在する概念である（25）。1674年に作成されたカリダード兄弟会の財産目録によれば《ア
ブラハムと3天使》、《聖ペトロの解放》、《放蕩息子の帰還》、《身体の麻痺した人を癒すキリスト》、
《ホレブの岩の奇跡》、《パンと魚の奇跡》はそれぞれ「旅人に宿を貸す」、「囚人を訪ねる」、「裸
の人に服を着せる」、「病人を見舞う」、「喉の渇いた人に飲み物を与える」、「飢えた人に食べ物を
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図5　カリダード聖堂のプランと作品配置（奉献当時）
図6　カリダード聖堂内部の作品配置（奉献当時）
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与える」行為を暗示する（26）。
　また同時にマニャーラは、7つ目の「慈悲の業」である「眠る墓のない死者の埋葬」を内陣に
表現する予定であることを宣言した。なぜなら当時、それはカリダード兄弟会創立の礎となった
根源的活動として捉えられていたからである（27）。彼は翌日には建築家ベルナルド・シモン・デ・
ピネーダ（Bernardo Simón de Pineda）に主祭壇衝立の制作を依頼し、その中央を占める彫刻家
ペドロ・ロルダン（Pedro Roldán）の手になる群像作品《キリストの埋葬》において最後の「慈
悲の業」が表されることになった（28）。したがって、以上の絵画と祭壇衝立は同一の枠組みの内
に生み出されたものとして捉えられよう。またその制作時期を考慮すれば、7点の構想は遅くと
も前出の委員会が発足した1666年内には既に固まっていたように思われる。
　一方で1672年に聖堂に飾られた4枚の絵画は（29）、上記のムリーリョ連作には見られない特徴を
備える。第一にその画面は矩形でなく、上辺が弧を描く四辺形の形状を呈している。第二に6点
の作品が身廊両壁に高く掲げられたのに対し、後続する絵画群はその下方に並べられた【図7 ～
8】。また、先に触れたマニャーラの報告には4点に対する言及が見当たらないことから、その構
想も先行装飾群から4年以上遅れた1670年以降に練られたはずである。したがって、4枚の絵画も
また独立した一群として捉えられるのではなかろうか。
２．「1672年の絵画群」概観
　1672年に聖堂を彩った絵画群はバルデス・レアルとムリーリョの分担により半数ずつ描かれ、
前者の手になる2枚のヴァニタス画は、カリダード兄弟会の会員が堂内で最初に目にする作品と
図7　カリダード聖堂北壁（上：《アブラハムと3
天使》、下：《聖フアン・デ・ディオス》。 
なお、《アブラハムと3天使》は後世の模写作品）
図8　カリダード聖堂南壁（上：《聖ペトロ
の解放》、下：《ハンガリーの聖エリザベト》。
なお、《聖ペトロの解放》は後世の模写作品）
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して正面入口付近の南北両壁に掛けられた。まず、北側に飾られた《束の間の命》では左手に大
鎌を携え、腕には木棺と白布を抱えた骸骨が彼らを迎える【図9】。「死」のイメージである彼は
他方の手を蝋燭の先に押し当て、生命の象徴である灯火を消し、その上には「IN ICTV OCVLI
（瞬きをする間に）」との銘文が見える。先行研究では、それは人間の命が前触れもなく「一瞬
のうちに」奪われることを教示する言葉として捉えられ、同様の主張はマニャーラの著作中にも
認められる（30）。したがって、本作のタイトル《In Ictu Oculi》の邦訳《束の間の命》には再考の
余地があろう。なぜなら、ラテン語で刻まれたそのフレーズが喚起するのは短い人生への諦めで
なく、唐突に訪れる死への畏れだからである。
　一方で骸骨の足元には、現世での栄華を代表する様々な事物が散乱する。画面の中央を占める
石棺の上には上述の燭台の他に、当時の二大権力である教会と王国を象徴する教皇冠や王冠が置
かれた。また、その左下には人知の結晶である書物が、右下には甲冑や剣などの騎士の武具が見
られる。しかしそれらはいずれも、蝋燭の火が消えるとともに闇へと葬られる運命にある。地球
儀に載せられた骸骨の左足が物語るように、地上的な営為は死によりことごとく踏みにじられる
のである。
　《この世の栄光の終わり》は《束の間の命》に相対するように身廊南壁に掛けられた【図10】。
画面には地下墓所の光景が描かれ、奥には山積した頭蓋骨や白骨化した死体が見える。夜鳥であ
るフクロウは場面が暗闇に包まれていることを強調するのであろう。また、最前景には蓋の開か
れた棺が置かれ、司教の姿をした人物とカラトラーバ騎士団の紋章を左肩に携えた男の遺体が露
呈している。その傍に添えられた銘文「FINIS GLORIAE MUNDI（この世の栄光の終わり）」に
も明らかなように、彼らの有様は、地上の栄光を存分に謳歌する人間にも容赦なく最期の時が訪
図9　 バルデス・レアル《束の間の命》、1672年、
カリダード聖堂
図10　 バルデス・レアル《この世の栄光の終わ
り》、1672年、カリダード聖堂
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れることを伝える。
　2人の上方には、聖痕のついたキリストの右手により天秤が吊り下げられている。それは厳密
には、世界の終末に人類が総体として神の裁決を受ける「公審判（最後の審判）」でなく、各個
人が死の瞬間に生前の所為に従い裁かれる「私審判（juicio particular）」のイメージであろう（31）。
先行研究によれば左右の秤皿に載せられたのは、それぞれキリスト教的な悪徳と美徳を生み出す
もののシンボルである。まず、左には「七つの罪源」の象徴的動物であるクジャク（高慢）、コ
ウモリ（妬み）、犬（怒り）、ナマケモノ（怠惰）、山羊（貪欲）、豚（貪食）、猿（色欲）が置か
れた（32）。一方で右の皿に載せられたのは祈祷書、ロザリオ、釘を刺した十字架、パン、鞭、鎖、
苦行者の衣服、イエズス会のモノグラムを冠する心臓である。ただしその各モティーフ、特にパ
ンと心臓が何を表象するのかに関しては研究者により見解が異なる。本稿ではバルディビエーソ
らのそれを踏まえ、愛徳を含めたあらゆる美徳を生み出す事物の集合として右の秤皿を捉えた
い（33）。
　また、左右の皿にそれぞれ刻まれた銘文「NI MAS（no more）」、「NI MENOS（no less）」に
ついても未だに統一的な解釈は存在しない。バルディビエーソらはそれらを組み合わせ、天秤の
均衡を強調する言葉「NI MAS NI MENOS」として捉えた。つまり、誰にとっても救済にあず
かれるか否かの可能性は等しく、それは生前に積み上げられた悪徳と美徳の比較によってのみ決
められるのである。筆者にはその釈義は概ね適切であるように思われるが、確かな根拠は挙げら
れていない。したがって今後は、先行研究に決定的に欠如する図像学的なアプローチによって、
天秤が兄弟会の会員に向けて発したメッセージをより明確に把握することが求められよう。
　《束の間の命》と《この世の栄光の終わり》の隣にはそれぞれ《聖フアン・デ・ディオス》と
《ハンガリーの聖エリザベト》が飾られた。既述のように従来、ムリーリョの手になる両聖人画
は同画家の先行作品群を内容的に補足するものとして捉えられてきた。つまり6枚の絵画におい
て聖書の物語を介し、寓意的に掲げられた「慈悲の業」が、より現実的な場面に適用されて兄弟
会の会員に示されたのである。実際に両聖人が画中で見せる動作には当時の会則に対する内容的
な符合が認められ、例えば路上に倒れた病人を肩に担いで自身の開設した施療院へと連れ帰る聖
フアン・デ・ディオス（San Juan de Dios）は、以下の箇所を実践している。
　世間から見捨てられた哀れな者たちが病気で激しく衰弱し、しばしば街路の隅で息絶えたま
まにされていることに対して、我々は以下のように命じる。このような状況に我が会員（Hermanos）
が遭遇した時は――中略――我々の施療院（Casa）に連れ帰るにあたってその人を乗せるもの
を探す。何もない場合には、彼の着るぼろ切れの内には哀れなるキリストがおられることを思
い出し、肩に担いで（cogiéndolo á cuestas）運ぶ（34）。
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　しかしながら8枚の絵画は、一群として捉えるには配置的なバランスに欠けるように思われる。
なぜなら、6点の先行連作の下方に広がる同数の空間のうち、最も入口側に位置する2つのみに聖
人画が飾られたからである。また、堂内の高所に掛けられた作品が概して明朗な雰囲気を湛える
のに対し、残る2枚の絵画には緊迫した場面が描かれた。例えば《ホレブの岩の奇跡》と《ハン
ガリーの聖エリザベト》では同じように子どもが画面の外へと視線を投げかけるが、2人は片や
無邪気な笑みを見せ、片や苦痛に顔を歪めるのである。したがって、双方の作品群における画面
の形状や制作年代の明確な相違をも考慮すれば、両者を同一の枠組みの内に捉えることは難しい
のではなかろうか。
III．「1672年の絵画群」再考
　既述のように筆者の推察によれば、ムリーリョの聖人画は同画家による先行作品群でなく、バ
ルデス・レアルの両絵画に連なるものとして捉えられる。その論証を試みるにあたって以前の拙
論では、1672年に描かれた4枚の絵画における内容的な連関を示唆するものとして前記の「四終
の説教」を挙げた（35）。マニャーラがカリダード聖堂で授けられる説教の主題を従来の「我々の
愛徳の業（obras de nuestra caridad）（36）」から「四終」に変更した直接の契機は、先述のように
おそらくはイエズス会士による大規模な宣教活動への従事に求められよう。ただしその背景には、
急激な規模の拡大を続ける同兄弟会に顕在化した会員の変質があったように思われる。当時、カ
リダード兄弟会への所属は、その活動が広く世に知られたことで一つの名誉として捉えられるま
でに至っていた（37）。したがって大量の新規入会者のなかには、公爵や侯爵を筆頭に相当数の上
流階級所属者が存在した（38）。しかし後の記録や証言にも明らかなように、彼らは兄弟会の活動
への従事を厭い、それに対してマニャーラはしばしば叱責を与えなければならなかった（39）。
　「四終の説教」は、そのような姿勢の矯正に最も有効な「目薬（colirio）（40）」として導入された。
説教は月に一度開かれる兄弟会の総会の際に授けられ、その主題には「死」、「審判」、「地獄」、
「栄光」が順に選ばれた。マニャーラは説教師に「四終」の概念の下に死後の世界をなまなまし
く語らせ、会員が現世的な価値観を捨て去ることを期待したのである。なかでも筆者が注目した
のは、説教において「四終」を幸福に迎えるための対応、つまりは「愛徳への従事（ejercicios 
de la caridad）（41）」の必要性が最後に必ず掲げられたことであった。なぜなら、「死」や「審判」
の光景の想起を端緒に「慈悲の業」の実践を促す手法は、同時期に描かれた4枚の絵画にもその
まま当てはまるように思われるからである。具体的には、制作時の文書に「四終の表象
（Geroglificos de nras. postrimerias）（42）」なる名称での記載の見られるバルデス・レアルのヴァニ
タス画が「四終」そのものの視覚化を担当し、会則の内容を通して実際的に「愛徳への従事」を
奨励する役目を負ったのがムリーリョの聖人画であることを主張した。
　しかし「四終の説教」の導入時期が1672年から1675年までの間で定まらず、そのスクリプトも
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現存しない以上、説教と絵画の照応を細かに論じることは不可能であった。したがって本稿では、
「1672年の絵画群」に通底する思想をより明確に代弁するものとしてマニャーラの著作『真理の
論考』を挙げたい。具体的には、1671年刊行の同書からの内容的な影響を2枚のヴァニタス画の
みに認める従来の見地を脱却し、両聖人画にもその反映を模索する。そしてその試論を基に、4
枚の絵画がカリダード兄弟会の伝統的な理念の掲揚を目指した作品でなく、『真理の論考』同様
にマニャーラの私的な哲学の表明として描かれた可能性を新たに指摘したい。
１．「1672年の絵画群」と『真理の論考』
　『真理の論考』は1671年に大聖堂から出版の認可を受けたが（43）、刊行の目的は詳らかでない。
しかし当初は著者の名前が伏せられた経緯から察するに、マニャーラはカリダード兄弟会の長と
してでなく、私人として同書を執筆したのではなかろうか。その姿勢は文章自体にも認められ、
美徳の必要性が説かれる際にも別段愛徳に焦点が当てられることはない。同時期に彼により草稿
が重ねられた兄弟会の会則に照らせば、その性質は明白であろう。
　マニャーラは本文を27章に分け、「論考」を展開した。まず、その冒頭では「我々の心を支配
すべき第一の真理（verdad）は塵と灰、腐敗と蛆虫、墓と忘却である。全ては果てる。我々は
今日を生き、明日には消え失せる（44）」と宣言し、比喩を用いながらいかに命が脆弱であるかを
力説する。その後、第15章までは聖書の物語や神学者の言葉を織り交ぜながら死をめぐる事柄が
論じられ、特に第4章は先行研究において《この世の栄光の終わり》のイメージ・ソースとして
常に挙げられてきた。
　地下墓所（boveda）を思い起こせ。想像により（con la consideración）そのなかに足を踏み
入れ、汝の両親や妻（もし亡くしているのなら）、生前を知る友の姿に目を向けよ。その静寂
がいかなるものであるかに思いを馳せよ。物音はなく、虫や蛆が身体をかじる音、ただそれだ
けが聞こえる（45）。
　確かに以上の文章は、同作の画面下部に描かれた死体の有様を説明するかのようである。ただ
し、その上方に吊り下げられた天秤への言及や《束の間の命》の直接的な典拠として捉えうる箇
所は他の章にも見当たらず、2枚のキャンバスにおいて『真理の論考』の断片的な視覚化が試み
られたようには思われない。
　筆者の推測によれば、バルデス・レアルが両絵画に表現したのは同書の前半部分で語られた総
合的な内容である。マニャーラはまず、死によって人間の現世での栄華が全て無に帰することを
唱えた。その主張は既述のように《束の間の命》、さらには《この世の栄光の終わり》の画面下
部において存分に表明されている。
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　『真理の論考』の第8章以降では、それを前提に回心の必要性とその即時の実践が説かれた。な
ぜなら、人間は「神による審判の時がいつ訪れるのかを知ることはない（46）」からである。確か
にマニャーラは死の破壊性や命の脆弱性をなまなましい言葉で表現し、先行研究においてそれは
同書の最大の特徴として捉えられてきたが、内容的に一層の比重を占めるのが神の審判を見据え
た回心の勧告である事実には注視が向けられてこなかった。しかし、「論考」全体の帰結にもあ
たるその主張がバルデス・レアルの絵画から漏れたようには思われないのである。
　筆者の解釈によれば、その反映は《この世の栄光の終わり》の画面を統べる天秤に認められる。
地下墓所に現れた審判の秤は下方の死者を裁くかのようであるが、その両腕は水平を維持し、左
右のいずれにも傾いていない。それは神の判決が未定であることの強調、つまりは作品の前に立
つ者への問いかけとして捉えられるのではなかろうか。先に引用した『真理の論考』の第4章で
もマニャーラは他者の死の想起を命じた後に、読者自身にもそれを当てはめるように促す。その
姿勢は筆者の推論に妥当性を付与するものであろう。
　カリダード兄弟会の会員は均衡を保つ天秤を眼前にし、死後の命運が生前に積み上げた美徳に
委ねられることを悟る。マニャーラ曰く「善き死（buena muerte）を迎えたいのならば、その
手に善き生（buena vida）をもつこと（47）」が求められ、地上の富でなく神を唯一の道しるべとし
て新たな人生を歩み始めなくてはならないのである。
　『真理の論考』の後半部分ではその方法が詳細に述べられるが、筆者が注目したいのは読者に
対する模範として聖人が挙げられたことである。なかでも第16章では聖アンブロシウス（San 
Ambrosio）、聖グレゴリウス（San Gregorio）、聖アウグスティヌス（San Agustín）、聖トマス・
デ・ビリャヌエバ（Santo Tomás de Villanueva）らの名が並べられ、彼らを手本に美徳を積み
上げることが強く勧められる。
　聖人（Santos）の通った道（camino）を歩まずに天国へと向かおうとする以上に馬鹿げたこ
と（locura）があろうか。インディアス（Indias）の発見者がインディアスへの道を指し示し
たのと同じように、神の国の発見者は神の国への道を我々に教示したのである。――中略――
聖人たちがあらゆる立場で積み上げた美徳に我々は倣おう（imitemos）。彼らは全てにおいて
栄光に包まれた手本（gloriosos ejemplos）なのだから（48）。
　以上のようにマニャーラは、人間が死と神の審判を超克するためには聖人に倣った行動が必要
であることを読者に訴えた。その「論考」の展開は、同書刊行の翌年に完成した4枚の絵画にも
当てはまるのではなかろうか。聖堂に足を踏み入れた者はバルデス・レアルのヴァニタス画から
死の絶対性と回心の必要性を説かれ、ムリーリョの聖人画に対面する。既に確認したように、そ
れらに掲げられたのはカリダード兄弟会の会則を実践する聖人の姿であった。つまり、兄弟会の
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会員が「四終」を幸福に迎えるに際しての模範として両聖人は描かれたのである。
２．マニャーラ哲学の表明としての「1672年の絵画群」
　以上の試論によれば、カリダード聖堂の美術装飾の一部をなす1672年制作の絵画群はいずれも、
『真理の論考』の構成と内容を踏襲して描かれたものとして捉えられる。しかし、マニャーラが
カリダード兄弟会の長としての公的身分を離れて同書の著述を行った可能性を再度考慮した時、
一つの疑問が生まれる。なぜ、兄弟会の本拠である聖堂に一個人の哲学を表明することが可能で
あったのか。なぜなら、確かにその思想は美徳の実践を要求する点ではカリダード兄弟会の理念
に合致するが、兄弟会の活動にはそれまで人間の死をめぐる観想も特定の聖人に対する崇敬も含
まれていなかったからである。以下では4枚の絵画の制作に至る経緯を根拠に、それらがマ
ニャーラの個人的な裁量により描かれた可能性を指摘し、上記の問題の解明を試みたい。
　現在、堂内の身廊両壁に高く掲げられた6点のムリーリョ連作の下方には、小規模な祭壇衝立
が並べられている【図5参照】。それらは兄弟会の特定の会員による個人的な所有物として聖堂の
奉献当時から存在し、その制作を担当したのは主祭壇衝立の設計者シモン・デ・ピネーダである。
ただしその注文は会員各自に任せられたため、祭壇衝立の内部に置く絵画や彫刻の選択も所有者
の裁量に委ねられ、その大半が既成の作品により占められる結果となった（49）。したがって先行
研究では一般的に、それらの祭壇衝立はカリダード聖堂の装飾プログラムの内に含まれてこな
かったが、その制作の経緯はバルデス・レアルとムリーリョによる四大絵画の誕生に深く関与し
たように思われる。
　1667年にカリダード兄弟会は「兄弟会に最も貢献した者（50）」に対して聖堂における祭壇の所
有を許可することを宣言したが、その権利を申請する者はなかなか現れず（51）、会員グレゴリオ・
ペレス（Gregorio Pérez）が最初の適格者として認められたのは1670年の出来事であった。彼は
自己の資金で祭壇衝立を準備することを約束し、その制作をピネーダに依頼した（52）。現在、そ
れは内部に置かれた彫像の主題から《慈愛の聖母の祭壇衝立》として知られ、ムリーリョ連作の
一枚《ホレブの岩の奇跡》の真下に位置する。
　その後、聖堂の奉献までにフランシスコ・デ・カスティーリョ（Francisco de Castillo）、ホセ・
デ・レアチャレータ（José de Lehacharreta）、「マリア・デ・クリアーゴ（María de Curriago）
の相続者」に対しても同様の契約が結ばれ（53）、それぞれ《聖ヨセフの祭壇衝立》、《慈愛のキリ
ストの祭壇衝立》、《受胎告知の祭壇衝立》が身廊の両壁に造られ始めた。しかし莫大な資金が必
要なためか（54）、祭壇の所有を希望する者は最終的に4人しか現れず、6点の連作の下方に広がる
同数のスペースが全て個人の祭壇衝立で埋められるには至らなかった。
　筆者の推測によれば、1672年にマニャーラがムリーリョに対して聖人画を追加注文した理由は
その状況に求められる。つまり、堂内に予期せず生じた余剰空間の装飾を自身の裁量で行ったの
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である。その結果として誕生したのが、《アブラハムと3天
使》と《聖ペトロの解放》の下方に広がるスペースに飾ら
れた《聖フアン・デ・ディオス》と《ハンガリーの聖エリ
ザベト》であった。
　両聖人画は、まるで祭壇の背後に控える衝立であるかの
ように飾られている。前出の祭壇衝立の一つ、中央に絵画
が嵌め込まれた《受胎告知の祭壇衝立》を比較対象として
採れば、その類似性はより明白なものとなろう【図11】。そ
の飾られ方は、マニャーラが2枚の聖人画を隣接する個人の
祭壇衝立群に連なるものとして捉えていたことを示すので
はなかろうか。その推論に立脚すれば、彼は6点のムリー
リョ連作によってカリダード兄弟会の伝統的な理念の掲揚
を完遂した後、1670年代に入って図らずも自己の哲学を自
由に表現する機会を得たことになる。
　また、以上のようなマニャーラの聖人画に対する位置づ
けはバルデス・レアルの両絵画にも当てはまるように思わ
れる。2枚のヴァニタス画が掛けられた聖堂の入口付近は、上部に造られた聖歌隊席により外光
が遮られる環境にある。しかも、両絵画の直下には南北の扉口が既に開かれていた【図4参照】。
したがってその場所は美術装飾に不適切であるために、堂内の壁面で唯一手つかずのままに残さ
れていたのではなかろうか。
　筆者の仮説によればマニャーラは、聖堂に必要な装飾を済ませた後に生じた都合4箇所の余剰
空間に同数の絵画を描かせ、自身の一個人としての哲学を表明した。その思想は死後の救済を目
指し、美徳を積み上げることの必要性を謳った点では、既に「慈悲の業」を寓意的に掲げる7点
の先行作品に湛えられたものであった。しかしながらその結論に至る過程においてマニャーラは、
従来のカリダード兄弟会には存在しなかった死についての観想や聖人に対する崇敬を導入したの
である。
おわりに
　本稿では、1672年にバルデス・レアルとムリーリョの分担制作によりカリダード聖堂を彩った
4枚の絵画が、当時の堂内に生じた余剰空間を利用して飾られた可能性を指摘した。その経緯は、
マニャーラがそれらをカリダード兄弟会の公的な装飾としてでなく、自己の個人的な哲学を表明
する作品として捉えていたことを示唆するように思われる。
　以上の推察は、同絵画群の表現内容に認められる『真理の論考』への符号に適合する。カリ
図11　 シ モ ン・ デ・ ピ ネ ー ダ 設 計
《受胎告知の祭壇衝立》、1671
年以降、カリダード聖堂
ミゲル・マニャーラの死の哲学と聖堂装飾 83
ダード兄弟会の長としての身分を伏せて著した同書において、マニャーラは命に対する死の絶対
的優越性を前提に回心の必要性を唱え、その模範を聖人に求めた。その「論考」の展開は、翌年
に彼が個人の祭壇衝立に連なるものとして注文したであろう4枚の絵画にも当てはまる。つまり
それらの美術作品にも、『真理の論考』同様にマニャーラの一個人としての信念が掲げられたの
である。
　死をめぐる観想や聖人に対する崇敬は元来のカリダード兄弟会には存在しないものであったが、
後にその精神的基盤として定着する。つまりマニャーラが兄弟会の規模の拡大に鑑み、1675年に
会則を大幅に改定した際に、彼の哲学はカリダード兄弟会の理念として正式に受け入れられたの
である。確かに2枚の聖人画のイメージ・ソースは同会則に求められるため、両絵画は一見、兄
弟会の伝統的な理念を伝達するかのように思われる。しかしその会則は、マニャーラの哲学を存
分に反映して新たに綴られたものなのである。
　最後に以上の試論が筆者のカリダード聖堂研究において、今後、いかに展開される予定である
のかを簡単に付言しておこう。本稿で1672年制作の絵画群に見出された特性は、それぞれの作品
における主題の選択を理解するにあたり一つの鍵として働くものとなろう。例えば、ムリーリョ
により描かれた聖フアン・デ・ディオスとハンガリーの聖エリザベトは、カリダード兄弟会にも
セビーリャにも直接的な縁をもたない聖人である。したがって、双方の絵画における聖人の選択
には別の理由が存在するはずであるが、先行研究ではその問題は議論の対象として選ばれてこな
かった。しかし例えば、聖フアン・デ・ディオスの活動と崇敬の中心地グラナダがマニャーラの
妻の出身地であった事実や、彼の書簡中にしばしば見られる同聖人に対する特別な賛辞は注目に
値しよう。筆者は両聖人画における主題選択の根拠を彼の個人的な聖人崇敬に求め、今後の考察
を進めたい。
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